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　今回の目玉
松ヶ丘を軸に農業に特化した　協力隊の受け入れを開始  

　
現
在
、
石
原
・
地
蔵
寺
で

林
業
の
チ
ー
ム
が
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

地
元
の
方
の
指
導
の
も
と
、

主
に
協
力
隊
ま
た
は
協
力
隊

の
経
験
を
経
て
従
事
さ
れ
て

い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
農
業
の
環
境
に
は

現
状
、
新
規
就
農
を
指
導
す

る
受
け
皿
が
な
く
、
新
し
く

農
業
人
を
育
て
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
後
継
者
を
望
む
農
家
の

方
々
も
先
の
不
安
を
抱
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
の
農
業
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
議

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
具
体

的
な
政
策
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

町
長
か
ら
は
「
農
業
の
こ
と

は
松
ヶ
丘
で
」
と
い
う
回
答

が
多
か
っ
た
た
め
、
ど
う
す

れ
ば
松
ヶ
丘
で
農
業
を
推
進

で
き
る
の
か
を
、
い
く
つ
か

の
事
業
団
体
と
普
及
所
、
役

場
担
当
課
も
交
え
て
意
見
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有

志
で
立
ち
上
げ
た
農
業
チ
ー

ム
で
、
農
業
に
特
化
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
す

る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
協
力
隊
１

名
を
募
集
し
、
松
ヶ
丘
ア
グ

リ
ド
マ
ー
ニ
に
て
３
年
間
の

活
動
を
指
導
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
間
、
随
時
協
力
隊

と
し
て
の
２
次
募
集
や
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

で
の
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
安
定
し
た

就
農
雇
用
と
、
農
業
人
を
目

指
す
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
出

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
前
回
の
定
例
会
に
引
き
続

き
、
議
会
内
で
も
農
業
分
野

に
対
し
て
の
議
論
が
深
ま
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も

新
規
就
農
者
を
呼
び
込
む
た

め
の
活
動
が
必
須
で
す
が
、

協
力
隊
の
定
着
に
は
、
地
域

と
の
交
流
が
重
要
な
鍵
と
な

り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と

一
丸
と
な
っ
て
温
か
く
受
け

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

農業の持続可能性は何度も議論されてきた

2
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議会が注目　
松ヶ丘を軸に農業に特化した　協

小中学校体育館への空調（冷暖房）設備を ……………………………… 和田　賢二 議員（P６）

陸上合宿の誘致を ………………………………………………………… 長野　　保 議員（P７）

森林経営管理法等の改正への対応は …………………………………… 氏次真貴夫 議員（P８）

人口減少対策 ……………………………………………………………… 鈴木　大裕 議員（P９）

土佐本山学校給食は何を重視しているか ……………………………… 前田　清美 議員（P10）

人口減少の進む中での上下水道施設の今後は ………………………… 澤田　智則 議員（P11）

米作りを基軸とした関係人口構築を …………………………………… 式地営志朗 議員（P12）

一

般

質

問

目

次

＝進化する農業を目指して＝

　

・農業体験の入り口：「ＮＰＯ田舎暮らしネットワーク」「（株）ＦＰＩおむすビーズ」

・雇用形態：「地域おこし協力隊」「特定地域づくり事業協同組合」

・就農支援：「集落活動センター松ヶ丘（合同会社アグリドマーニ）」「ＪＡ」

　　　　　　「農業改良普及所」「高知県立農業担い手センター」「指導農業士」

・機材購入など補助金の案内 / 人材募集 / 案内書作成：「役場担当課」

・販路支援や先輩農業家への紹介など：「sanchikara」

　今まで各事業体が別々に行っていた事業をつなぎ、チームとして意見交換を

する機会を持ちながら、本町の農業の持続可能性を考えていきます。

土佐町　　農業チームに関わる事業体と検討中の取り組み土佐町　　農業チームに関わる事業体と検討中の取り組み

　就農者の仕事風景動画を作成し、新規就農者に分かりやすく見える化できるよう

検討しています。初めて農業に触れる方や農業を生業にするか悩まれている方に、

本町と農業の魅力を伝えられるような動画を作成し、新規就農へのバックアップが

できないか考えています。

3
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議案の審議結果

令和７年第２回土佐町議会臨時会議決事項

（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議案第１号

工事請負契約の締結
１．工　事　名　　令和７年度土佐町・本山町ケーブルテレビ複線化
　　　　　　　　　　等整備支援事業
２．工 事 場 所　　土佐町内、本山町内、大川村内
３．契約の方法　　随意契約
４．契 約 金 額　　132,000,000円
５．契約の相手方　　ＮＥＣネッツエスアイ株式会社　高知営業所

原案可決議案第２号
非常勤の特別職の職員に対する報酬及び費用弁償支給条例の一部改正
※国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に準じ
て、投票管理者、開票管理者、投票立会人などの報酬を改定するもの

原案可決 全員賛成

賛否

全員賛成

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
令
和

７
年
度
土
佐
町
・
本
山
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
複
線
化
等
整
備
支

援
事
業
）

　

長
野
保
議
員

①
入
札
予
定
価
格
と
落
札
率
は
。

②
見
積
書
の
精
査
は
ど
う
行
っ
た

の
か
。

和
田
総
務
課
長

①
予
定
価
格
は
、
１
億
３
６
７
７

万
３
９
６
３
円
。
落
札
率
は

96
・
５
％
。

②
総
務
省
の
補
助
金
を
使
う
の
で

審
査
も
あ
り
、
交
付
決
定
を
も

ら
っ
て
い
る
。
業
者
と
予
算
の

交
渉
を
行
い
、
結
果
こ
の
金
額

に
な
っ
て
い
る
。

　

式
地
営
志
朗
議
員

①
事
業
の
補
助
率
は
。

②
費
用
は
３
町
村
で
按
分
す
る
の

か
。

③
加
入
者
負
担
は
ど
う
な
る
か
。

和
田
総
務
課
長

①
50
％
。

②
本
山
町
と
土
佐
町
で
共
有
施
設

を
加
入
割
合
で
按
分
す
る
。
大

川
村
は
町
の
機
械
が
あ
る
だ
け

で
関
係
な
い
。

③
放
送
を
快
適
に
視
聴
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
た
め
、
負
担
は
い

た
だ
か
な
い
。

町
長
提
出
議
案

議

案

審

議

問

問答

答

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
開
か
れ
る

　
第
２
回
臨
時
会
が
７
月
９
日
に
開
か
れ
た
。
こ
の
臨
時
会
で

は
町
長
よ
り
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
後
、
可
決
し
、

当
日
閉
会
し
た
。

契
　
　
約

あ
ん
ぶ
ん

第141号　令和７年11月20日議会だより町土佐
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今
年
は
５
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
の
年
。
今
後
の
交
付

税
の
算
出
基
盤
と
な
る
大
事

な
調
査
。
町
民
全
員
の
方
の

提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

　
水
辺
を
生
か
し
て
、
地
域

の
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
す

た
め
、
国
土
交
通
省
が
平
成

21
年
度
に
か
わ
ま
ち
づ
く
り

支
援
制
度
を
創
設
。
令
和
３

年
３
月
に
登
録
さ
れ
、
早
明

浦
ダ
ム
周
辺
の
整
備
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
、
地
域
資
源
で

あ
る
さ
め
う
ら
湖
の
活
性
化

を
進
め
て
お
り
、
水
辺
を
生

か
し
た
地
域
の
賑
わ
い
と
交

流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大

に
向
け
て
、
地
域
振
興
、
観
光

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
今
年
は
、
十
和
田
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
40
周
年
記
念

の
年
。
８
月
８
日
に
第
37
次

十
和
田
市
親
善
交
流
事
業
に

合
わ
せ
て
、
40
周
年
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
を
土
佐
町
で
開
催

し
た
。

　
本
年
３
月
に
設
立
総
会
を

開
催
、
11
月
よ
り
派
遣
事
業

を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
予
定
。

町
内
12
業
者
を
組
合
員
と
し

て
法
人
化
。
現
在
、
県
に
対

し
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
と

し
て
の
人
材
派
遣
事
業
の
認

定
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
手

続
き
が
完
了
す
れ
ば
正
式
に

事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
８
月
３
日
、
四
国
４
県
よ

り
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

水
資
源
開
発
で
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
へ
の
哀
悼
の
意
を

表
し
、
厳
粛
に
神
事
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　
土
佐
町
消
防
団
の
成
績

は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

田
井
分
団
が
優
勝
。
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
古
奈
川
分

団
が
優
勝
。
来
年
６
月
に
開

か
れ
る
県
大
会
に
両
分
団
の

出
場
が
決
定
。

令和７年
第３回定例会
開かれる

和
田 

守
也 

町
長

行

政

報

告
　本定例会は、９月２日に招集、９月９

日までの８日間の会期で開かれた。

　この定例会では議員より１件、町長よ

り19件（内、報告１件、同意１件）が

提案され、審議の後、原案のとおり全て

可決し10日に閉会した。一般質問は８

日、９日に７人が町政全般について執行

部の考えを問うた。

国
勢
調
査

湖
水
祭

表紙の写真は

　土佐町70周年記念の特別企画「あなたの夢を叶えます！」

にて、「中３夢の思い出合宿」が採用されました。写真は石

原にて中学３年生のためだけに打ち上げられた花火。みんな

の心に残り続けますように！　（撮影者　伊与田成美）

十
和
田
市
と
の

　
　
姉
妹
都
市
交
流
事
業

土
佐
町
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
の
進
捗
状
況

嶺
北
消
防
団
連
合
会

　
　
　
第
35
回
操
法
大
会

か
わ
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
支
援
制
度
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①
文
科
省
の
体
育
館
空
調

設
置
へ
の
交
付
金
（
補

助
）
制
度
施
策
の
概
要

は
。

②
同
じ
く
総
務
省
に
お
け

る
施
策
の
概
要
は
。

③
迫
り
く
る
大
規
模
災
害

の
避
難
者
受
け
入
れ
に

備
え
、
体
育
館
の
「
避

難
所
」
指
定
登
録
の
考

え
は
。
現
体
育
館
の
新

築
建
て
替
え
の
計
画
見

通
し
は
。

④
最
近
の
異
常
と
も
言
え

る
環
境
変
化
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
健
康

を
ま
も
る
視
点
か
ら
、

文
科
省
の
動
向
も
踏
ま

え
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
つ
い
て
所
見

を
問
う
。

 

町
長

①
国
は
、
公
立
小
学
校
施

設
に
お
け
る
空
調
設
備

の
整
備
目
標
を
、
今
後

10

年
間
で
95

％
に
設
定
。

国
は
、
令
和
６
年
に
空

調
設
備
整
備
等
臨
時
特

例
交
付
金
を
創
設
。
そ

の
補
助
率
は
２
分
の
１
、

対
象
工
事
は
４
０
０
万

円
か
ら
７
０
０
０
万
円
、

実
質
的
な
地
方
負
担
は

事
業
費
の
25

％
。
補
助

単
価
は
、
空
調
単
価
平

米
あ
た
り
５
万 

３
０
０

０ 

円
。
補
助
対
象
期
間

は
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
15

年
度
ま
で
。

②
国
は
、
防
災
減
災
、
国

土
強
靱
化
に
関
す
る
取

り
組
み
を
強
化
し
て
お

り
、
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
設
置
は
重
要
な

施
策
と
し
て
導
入
を
推

進
し
て
い
る
。
総
務
省

は
指
定
避
難
所
に
お
け

る
空
調
設
備
の
整
備
を
、

緊
急
防
災
減
災
事
業
債

の
対
象
と
し
て
お
り
、

町
と
し
て
は
、
体
育
館

の
建
て
替
え
も
踏
ま
え

て
タ
イ
ミ
ン
グ
や
導
入

す
る
機
器
の
種
類
な
ど

を
今
後
調
整
し
て
い
く
。

③
体
育
館
は
す
で
に
避
難

所
と
し
て
指
定
登
録
済

み
。
建
設
か
ら
42

年
が

た
っ
て
お
り
、
老
朽
化

も
進
み
、
雨
漏
り
を
し

て
い
る
状
況
。
保
育
所

が
完
成
し
た
ら
、
次
は

体
育
館
の
建
て
替
え
を

と
考
え
て
い
る
。

④
体
育
館
の
建
て
替
え
時

に
は
当
然
空
調
の
設
置

も
し
た
い
。
大
豊
学
園

の
空
調
設
備
設
置
は
３

０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

そ
れ
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
な

る

べ

く

安

く
、

効
率
の
良
い
も
の
を
検

討
し
た
い
。

土佐町小中学校体育館

和
田

　賢
二 

議
員

問

答

小中学校体育館への空調（冷暖房）設備を小中学校体育館への空調（冷暖房）設備を

建て替え時の空調設備導入を検討建て替え時の空調設備導入を検討

現在土佐町小中学校で使用しているサーキュレーター　６台完備

6
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今
、
日
本
の
陸
上
界
で
好

記
録
が
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
な

ど
、
箱
根
駅
伝
も
含
め
陸
上

界
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

好
記
録
の
背
景
に
は
練
習
方

法
が
あ
る
よ
う
だ
。
長
距
離

走
で
い
つ
も
優
勝
や
好
記
録

を
出
す
、
ケ
ニ
ヤ
や
エ
チ
オ

ピ
ア
に
遠
征
し
て
合
宿
し
練

習
す
る
こ
と
が
多
い
と
聞

く
。
山
岳
や
、
で
こ
ぼ
こ
道

で
の
練
習
が
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
環
境
は
土
佐

町
に
も
多
く
あ
る
。
例
え
ば

未
舗
装
の
和
田
中
央
線
、
あ

る
い
は
町
道
三
辻
山
線
な
ど

類
似
し
た
環
境
は
多
い
。
県

道
６
号
も
長
距
離
コ
ー
ス
と

し
て
活
用
で
き
る
。
合
宿
所

も
オ
コ
ゼ
ハ
ウ
ス
が
使
え

る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
環
境

を
日
本
陸
連
や
箱
根
駅
伝
を

目
指
す
大
学
な
ど
に
合
宿
地

と
し
て
売
り
込
み
を
し
た
ら

ど
う
か
。
受
け
入
れ
側
の
経

済
負
担
も
少
な
く
て
済
む
。  

町
長
　
　
　
　

　
議
員
か
ら
具
体
的
な
提
案

を
い
た
だ
い
た
が
、
現
在
町

に
も
人
口
減
少
問
題
し
か

り
、
農
業
の
担
い
手
問
題
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
。
提

案
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
が

今
の
段
階
で
は
そ
こ
ま
で
考

え
る
余
裕
が
な
い
。

問

答

陸上合宿の誘致を陸上合宿の誘致を

今の段階では

考える余裕がない

今の段階では

考える余裕がない

長
野

　保 

議
員

第 3回トレイルレースのコース図（土佐町ホームページより）

土佐町は最適な練習コースとして検討できるのでは

さめうらの郷湖畔トレイルレース

7

第141号　令和７年11月20日 議会だより町土 佐



　
町
は
森
林
整
備
に
関
す
る

意
向
調
査
を
進
め
て
い
る

が
、
林
業
経
営
体
へ
の
再
委

託
が
進
ん
で
い
な
い
。
経
営

管
理
権
の
公
募
で
も
応
募
が

な
く
課
題
が
残
る
。
来
年
施

行
予
定
の
改
正
法
に
つ
い

て
、
町
が
積
極
的
に
経
営
管

理
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
森

林
集
約
化
を
進
め
る
上
で
、

地
元
林
業
事
業
体
と
の
連
携

が
重
要
だ
。
ま
た
、
地
域
協

議
会
の
よ
う
な
組
織
化
も
必

要
で
は
な
い
か
。
森
林
環
境

譲
与
税
の
積
極
的
な
活
用
は
。

 

町
長

　
来
年
以
降
は
、
意
向
調
査

で
の
集
約
を
見
直
し
、
経
営

管
理
施
業
へ
つ
な
げ
て
い
く

前
提
で
、
改
正
さ
れ
る
森
林

経
営
管
理
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
事
業
体
規
模
に
応

じ
た
支
援
も
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
地
域
協
議
会
は

重
要
で
あ
り
担
当
課
と
協
議

す
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
は

経
営
管
理
費
や
育
成
支
援
、

路
網
整
備
な
ど
事
業
体
か
ら

の
提
案
を
聞
き
な
が
ら
活
用

す
る
。

 

町
長

　
８
月
末
現
在
の
申
請
状

況
、
執
行
見
込
み
額
は
事
業

別
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
補
助
金
７
件
７
万
円
。
保

育
助
成
金
80

件
４
６
３
万

円
。
小
中
高
学
校
入
学
祝
い

金
58

件
５
８
０
万
円
。
新
築

リ
フ
ォ
ー
ム
定
住
支
援
事
業

補
助
金
３
件
６
０
０
万
円
。

結
婚
生
活
支
援
金
１
件
20

万

円
。
妊
産
婦
医
療
費
助
成
金

２
件
４
０
０
０
円
。
出
産
費

用
助
成
金
２
件
５
万
円
。
し

ご
と
創
生
ス
タ
ー
ト
事
業
補

助
金
１
件
３
２
５
万
円
。ポ
ッ

ポ
広
場
運
営
事
業
費
16

万

円
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
推
進

事
業
２
３
９
万
円
。
全
て
の

事
業
に
お
い
て
短
期
で
効
果

が
出
る
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
利

用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で

効
果
検
証
を
行
い
、
事
業
内

容
の
見
直
し
や
新
た
な
事
業

の
追
加
も
検
討
す
る
。

問

答

森林経営管理法等の

改正への対応は

森林経営管理法等の

改正への対応は

施業業者との連携や

支援体制を強化

施業業者との連携や

支援体制を強化

問

答

人口減少対策交付金

　　  　　事業の申請状況は

人口減少対策交付金

　　  　　事業の申請状況は

それぞれの利用状況を把握し、

効果検証を行う

それぞれの利用状況を把握し、

効果検証を行う

問

答

住宅耐震化事業の

　　　  進捗状況と実績は

住宅耐震化事業の

　　　  進捗状況と実績は

居住住宅の耐震化率は

　　　　 77.1％まで上昇

居住住宅の耐震化率は

　　　　 77.1％まで上昇 

町
長

　
令
和
６
年
度
の
木
造
耐
震

化
事
業
の
実
績
は
、
耐
震
診

断
21

件
、
耐
震
改
修
設
計
38

件
、
耐
震
改
修
工
事
40

件
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
４
件
。

令
和
７
年
８
月
末
現
在
、
耐

震
診
断
の
申
請
20

件
、
耐
震

改
修
設
計
の
申
請
が
11

件
、

耐
震
改
修
工
事
の
申
請
が
15

件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
申
請

が
５
件
、
補
助
金
の
執
行
率

は
37
％
に
な
る
。
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
土
佐
町
住

宅
耐
震
化
緊
急
促
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

年
間
40

棟
の
耐
震
改
修
を
目

標
と
し
て
い
る
。
実
際
に
住

ん
で
い
る
方
の
耐
震
化
は

77
・
１
％
ま
で
上
が
っ
て
き

て
い
る
。

森林経営管理法の改正　集約化をどう進めるか

森林経営管理法等の改正

所有者の意向調査

【現行の仕組み】

市町村が権利取得に
向けた調整を実施

市町村が林業経営体を選定

①市町村が集積計画を策定
　・　出し手（所有者）から市町村へ経営管理権の設定

　・　所有権は対象外

②市町村が配分計画を策定
　・　市町村から受け手へ経営管理実施権の設定

出展：農林水産省HP

所有者の意向調査

【新たな仕組みを追加】

市町村が集積配分一括計画を策定

・　受け手となる林業経営体への迅速な権利制定・移転
・　所有権も対象

市町村等が集約化構想を策定

・　集約化を進める区域における
　　受け手となる林業経営体や路
　　網整備等の方針を決定

所有者情報の提供を受けた林業経営体が、
森林所有者へ働きかけ

市町村、都道府県、林業
経営体などの関係者が森
林の将来像を話し合い

氏
次
真
貴
夫 

議
員

議会だより町土 佐
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①
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

自
治
体
に
な
る
た
め
の
、
人

口
減
少
対
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

②
産
業
の
担
い
手
不
足
解
消

を
見
据
え
た
国
際
交
流
と
日

本
語
教
師
の
誘
致
を
。

 

町
長

①
出
生
率
の
向
上
と
子
育
て

支
援
策
が
最
重
要
課
題
。
土

佐
町
で
は
、
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
少
子
化
対
策
の

効
果
も
あ
り
出
生
数
も
比
較

的
高
水
準
。
た
だ
、
少
子
高

齢
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
県
の

人
口
減
少
対
策
交
付
金
の
方

向
性
に
準
じ
て
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

②
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

県
は
、
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
人
口
減
少

の
抑
制
と
人
手
不
足
の
解
消

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
推
進

し
て
お
り
、
多
文
化
共
生
社

会
推
進
事
業
費
補
助
金
の
創

設
も
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ

を
活
用
し
、
日
本
語
教
室
の

運
営
支
援
、
地
域
住
民
な
ど

を
対
象
と
し
た
多
文
化
共
生

講
座
の
実
施
、
外
国
人
へ
の

相
談
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

に
よ
る
国
際
交
流
を
後
押
し

は
で
き
る
。

員
会
議
、
非
常
災
害
な
ど
）

以
外
の
時
間
外
労
働
は
、
教

員
に
よ
る
「
自
主
的
・
自
発

的
な
労
働
」
で
あ
る
と
繰
り

返
し
た
が
、
土
佐
町
小
中
学

校
に
お
け
る
生
徒
指
導
や
保

護
者
対
応
、
部
活
動
、
授
業

準
備
や
テ
ス
ト
の
採
点
な
ど

に
よ
る
時
間
外
労
働
は
、
教

員
に
よ
る
「
自
主
的
・
自
発

的
な
労
働
」
な
の
か
、
教
育

長
の
見
解
を
問
う
。

③
教
員
の
休
憩
は
45

分
を
前

提
に
し
て
い
る
が
、
新
給
特

法
は
、
そ
の
附
則
で
「
時
間

外
在
校
等
時
間
」
を
30

時
間

以
内
に
す
る
と
法
文
化
し
、

そ
れ
を
上
回
る
「
時
間
外
在

校
等
時
間
」
が
存
在
し
て
き

た
こ
と
を
事
実
上
認
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
員
は
１
日

８
時
間
以
上
働
く
こ
と
が
前

提
と
な
る
が
、
今
後
は
60

分

の
休
憩
を
設
定
す
る
と
い
う

理
解
で
間
違
い
な
い
か
。

④
土
佐
町
は
、
現
時
点
で
、

教
員
に
法
定
の
休
憩
時
間
を

保
障
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
。

⑤
教
員
に
法
定
の
休
憩
時
間

を
保
障
で
き
な
い
理
由
は
。

⑥
法
定
の
休
憩
時
間
を
教
員

に
確
実
に
保
障
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
措
置
が
必
要
か
。

 

吉
村
教
育
長

①
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
学

校
に
お
い
て
は
子
ど
も
た
ち

の
安
全
管
理
な
ど
が
あ
る
の

で
、
現
実
的
に
は
疑
問
。

②
生
徒
指
導
や
保
護
者
対
応

は
学
校
運
営
に
は
不
可
欠
な

業
務
。
授
業
準
備
や
テ
ス
ト

の
採
点
も
教
員
の
職
務
そ
の

も
の
。
部
活
動
も
、
教
育
課

程
外
で
は
あ
る
が
、
校
長
の

依
頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
校

務
分
掌
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
実
質
的
に
は
職
務
と

認
識
し
て
い
る
。

③
実
際
に
取
れ
る
か
取
れ
な

い
か
は
別
に
し
て
も
、
校
長

権
限
と
し
て
１
時
間
の
休
憩

時
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
可

能
。

④
休
憩
時
間
の
完
全
な
保
障

は
で
き
て
い
な
い
。

⑤
大
き
な
要
因
は
人
員
不

足
。
特
に
小
規
模
校
は
教
員

の
配
置
定
数
が
少
な
く
、
校

務
分
掌
の
負
担
も
大
き
い
。

⑥
教
員
活
動
を
取
り
巻
く
構

造
的
な
問
題
が
あ
り
、
地
方

の
教
育
委
員
会
単
独
で
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。

国
の
責
任
に
お
い
て
授
業
時

数
の
削
減
や
教
員
定
数
の
改

善
な
ど
が
必
要
。
県
教
委
に

標
準
授
業
時
数
の
削
減
を
求

め
る
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。

問

答

人口減少対策人口減少対策

子育て支援策

を中心に

子育て支援策

を中心に

鈴
木

　大
裕 

議
員

問

答

子どもたちのより良い学習

環境と教員の働き方改革

子どもたちのより良い学習

環境と教員の働き方改革

地方の教育委員会でできる

ことは限られている

地方の教育委員会でできる

ことは限られている

①
労
働
基
準
法
が
定
め
て
い

る
休
憩
時
間
は
、
労
働
か
ら

の
完
全
な
解
放
を
意
味
し
て

い
る
が
、
教
員
が
職
場
を
離

れ
て
休
憩
を
と
っ
て
良
い
と

い
う
理
解
で
間
違
い
な
い
か
。

②
先
の
給
特
法
改
正
の
国
会

審
議
で
は
、
文
科
大
臣
は
、

い
わ
ゆ
る
超
勤
４
項
目
（
生

徒
の
実
習
、
学
校
行
事
、
職

　
湖
の
駅
は
、
来
訪
者
に
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
そ
の
現
状
と
テ
コ
入

れ
が
必
要
な
分
野
、
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

 

町
長

　
テ
ン
ト
パ
ー
ク
は
第
３
期

工
事
が
完
了
。
令
和
６
年
度

の
利
用
状
況
は
、
カ
ヌ
ー

サ
ッ
プ
の
利
用
者
数
は
７
９

０
人
、
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の
宿

泊
者
数
が
９
５
４
人
、
ジ
ム

の
利
用
者
数
が
３
２
１
人
。

そ
れ
以
外
に
も
、
年
間
１ 

万
人
以
上
が
カ
ヌ
ー
テ
ラ
ス

を
訪
問
し
、
知
名
度
も
上
昇

中
。
ま
た
観
光
以
外
に
も
、

日
本
代
表
や
強
豪
大
学
な
ど

が
カ
ヌ
ー
の
合
宿
に
来
て
い

る
。
そ
の
他
で
は
嶺
高
カ

ヌ
ー
部
が
高
知
代
表
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、

２
０
０
ｍ
の
ス
プ
リ
ン
ト
競

技
Ｋ
４
で
３
位
、Ｋ
２
で
４

位
と
好
成
績
を
収
め
た
。
課

題
は
集
客
と
湖
面
の
安
全
管

理
。
関
係
事
業
者
と
の
調
整

を
進
め
て
い
く
。

問

答

湖の駅の

　　今後のビジョンは

湖の駅の

　　今後のビジョンは

集客と湖面の安全管理集客と湖面の安全管理

2025年4月の衆議院文部科学委員会での
給特法改正審議において露呈した矛盾

厚生労働省大神大臣官房審議官

労働基準法の下では、

「労働時間」と

「非労働時間」の

どちらかしか存在しない

文部大臣
　

「労働時間」でも「非労働時

間」でもない、教員による「自

主的・自発的な労働」によっ

て生じる「時間外在校等時

間」が存在する（!?）

議会だより町土 佐
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①
給
食
の
可
視
化
を
し
、
住

民
の
声
を
取
り
入
れ
る
工
夫

を
。

②
作
り
手
が
視
察
研
修
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
。

③
給
食
セ
ン
タ
ー
内
見
学
エ

リ
ア
を
活
用

し
、
児
童
生
徒

が
見
学
す
る
機

会
を
設
け
て

は
。

　

 
吉
村
教
育
長

①
嶺
北
広
域
の

教
育
委
員
会
で

検
討
。

②
令
和
元
年
に

給
食
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
に
当

た
り
、
そ
の
数

年
前
に
職
員
全

体
で
他
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
視

察
に
行
っ
た

が
、
そ
れ
以
降

は
人
手
不
足
な

こ
と
も
あ
り
全

体
の
視
察
研
修

な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
。
栄
養

教
員
は
、
給
食

施
設
で
現
場
で

の
衛
生
管
理
な

ど
の
研
修
を
年

に 

一
度
必
ず

行
っ
て
い
る
。

③
嶺
北
広
域
の

教
育
委
員
会
で

検
討
。

　

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
視
野
に
入

れ
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
の
確

保
や
専
門
職
と
し
て
の
人
材

育
成
の
検
討
を
。

 
町
長

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て
、

業
務
の
効
率
化
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
れ
る
分
野

は
数
多
く
あ
る
と
思
う
。
国

か
ら
出
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
活
用

事
例
の
情
報
収
集
や
職
員
向

け
の
研
修
の
実
施
な
ど
に
取

り
組
み
た
い
。
　  

町
長

　
現
在
、
土
佐
町
内
に
は
新

規
就
農
者
の
受
け
皿
に
な
る

事
業
体
が
な
い
。
農
業
を
始

め
た
い
が
ど
こ
に
相
談
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う

な
芽
を
摘
ま
な
い
た
め
に

も
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
、
役
場
と
つ
な
ぐ
な
ど
、

ト
ー
タ
ル
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
き
る
存
在
と
い
う
も
の

が
必
要
と
い
う
こ
と
に
同

意
。
農
業
協
力
隊
の
育
成
と

併
せ
、
今
後
地
域
と
一
緒
に

検
討
す
る
農
業
を
目
的
と
し

た
合
同
会
社
ア
グ
リ
ド
マ
ー

ニ
が
あ
る
松
ヶ
丘
地
区
を
軸

に
と
い
う
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
も
応
援
し
た

い
。

南房総市の給食の取り組み

前
田

　清
美 

議
員

問

答

土佐本山学校給食は

　　　 何を重視しているか

土佐本山学校給食は

　　　 何を重視しているか

安全安心を基本とした子どもがおいしい

と思う給食が一義的なビジョン

安全安心を基本とした子どもがおいしい

と思う給食が一義的なビジョン

問

答

農業チームの結成と

就農サポート窓口を

農業チームの結成と

就農サポート窓口を

農業に特化した協力隊を雇用し、

松ヶ丘での農業推進事業を応援する

農業に特化した協力隊を雇用し、

松ヶ丘での農業推進事業を応援する

問

答

ＨＰリニューアル後の活用はＨＰリニューアル後の活用は

令和 8年 3月に更新予定
行政情報や町民の方へのお知らせをする

行政一般サイト、観光、出会いと子育て支援、

移住促進の 3つのサブサイトで構成

令和 8年 3月に更新予定
行政情報や町民の方へのお知らせをする

行政一般サイト、観光、出会いと子育て支援、

移住促進の 3つのサブサイトで構成

第141号　令和７年11月20日議会だより町土 佐
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全
国
の
上
下
水
道
施
設
は

多
く
が
耐
用
年
数
を
超
え
老

朽
化
し
て
お
り
、
人
口
減
少

に
よ
る
料
金
収
入
減
や
職
員

不
足
も
深
刻
。
本
町
で
も
維

持
の
持
続
性
に
懸
念
が
あ

り
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

 

町
長

　
令
和
元
年
策
定
の
水
道
事

業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令

和
21

年
度
ま
で
施
設
更
新
を

実
施
。
災
害
時
に
備
え
た
重

要
施
設
へ
の
安
定
供
給
を
重

視
し
、
今
後
20

年
間
で
管
路

の
耐
震
化
を
重
点
的
に
進
め

る
。
特
に
町
内
病
院
へ
の
配

水
管
を
最
優
先
で
整
備
し
、

交
付
金
や
起
債
を
活
用
し
て

緊
急
性
の
高
い
施
設
か
ら
順

次
更
新
中
。

　
平
成
10

年
供
用
開
始
の
相

川
農
業
集
落
排
水
施
設
は
25

年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
。

本
年
度
よ
り
土
佐
さ
め
う
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
接

続
を
検
討
し
、
し
尿
処
理
の

一
括
化
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
水
道
料
金
は
11

年
間
据
え

置
き
だ
が
、
滞
納
整
理
を
前

提
に
慎
重
に
改
定
を
検
討
。

公
営
企
業
化
後
は
収
入
黒
字

な
が
ら
、
更
新
費
用
が
大
き

な
負
担
。
高
知
市
と
の
修
繕

協
定
や
、
周
辺
町
村
と
の
し

尿
処
理
共
同
化
を
進
め
、
人

口
減
少
地
域
に
適
し
た
持
続

可
能
な
運
営
方
法
を
模
索
す

る
。

　
関
係
人
口
は
直
接
的
な
労

働
力
補
完
だ
け
で
な
く
、
生

産
支
援
や
販
売
促
進
な
ど
の

「
支
え
手
」
と
し
て
重
要
で
、

耕
作
放
棄
地
の
抑
制
な
ど
に

効
果
が
あ
る
。
新
規
就
農
者

の
確
保
な
ど
「
作
り
手
」
対

策
と
両
輪
で
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
ふ
る
さ
と
住
民
制
度

を
活
用
し
た
継
続
的
な
関
係

構
築
が
望
ま
れ
る
の
で
は
。

 

町
長

　
本
町
で
は
農
業
を
中
心
に

関
係
人
口
の
創
出
に
取
り
組

み
、
畜
産
や
棚
田
で
の
農
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
収
穫

体
験
、
棚
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
促

し
、
移
住
や
販
路
拡
大
、
意

欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
関
係
人
口
は
担
い
手
不
足

の
補
完
的
役
割
と
位
置
づ

け
、
担
い
手
対
策
と
併
せ
て

地
域
活
性
化
を
図
る
。
今
後

も
継
続
的
な
取
り
組
み
を
支

援
し
、
ふ
る
さ
と
住
民
制
度

に
つ
い
て
は
双
方
に
利
益
を

も
た
ら
す
仕
組
み
と
し
て
活

用
可
能
性
を
検
討
し
て
い

く
。

　

　
農
業
で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

は
急
速
に
進
展
し
、
省
力
化

に
効
果
が
あ
る
。
た
だ
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
不
足
や
機
体
確

保
、
技
術
の
確
立
が
課
題
。

財
政
支
援
を
求
め
る
。

 

町
長

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
や
機

体
購
入
・
維
持
費
、
農
家
の

収
量
補
償
な
ど
を
前
向
き
に

検
討
。
松
ヶ
丘
や
立
割
で
の

実
証
結
果
を
踏
ま
え
、
協
議

会
設
立
を
条
件
に
支
援
を
行

う
。
直
播
技
術
は
高
齢
化
に

よ
る
労
働
力
不
足
を
補
う
有

効
策
で
あ
り
、
面
積
拡
大
に

も
寄
与
す
る
。
町
と
し
て
も

組
織
運
営
を
後
押
し
し
、
省

力
化
農
業
の
推
進
を
図
る
。

問

答

人口減少の進む中での

　  上下水道施設の今後は

人口減少の進む中での

　  上下水道施設の今後は

持続可能な

　　  上下水道事業を模索

持続可能な

　　  上下水道事業を模索

新しい地域との関わり方の拡大を狙った「ふるさと住民登録制度」　総務省ＨＰより

問

答

関係人口増加による

　　　  農業担い手の確保を

関係人口増加による

　　　  農業担い手の確保を

関係人口創出を積極的に支援関係人口創出を積極的に支援

澤
田

　智
則 

議
員

問

答

農業分野での

ドローン導入に支援を

農業分野での

ドローン導入に支援を

農業での省力化に向け

支援を検討する

農業での省力化に向け

支援を検討する
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本
町
に
は
約
３
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
が
あ
り
、
年

間
１
４
０
０
ト
ン
の
米
を
生

産
で
き
る
計
算
で
、
こ
れ
は

現
在
の
人
口
の
約
３
倍
の
消

費
量
に
相
当
す
る
。
見
知
ら

ぬ
人
に
販
売
す
る
の
で
は
な

く
、町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々

に
適
正
価
格
で
直
接
販
売
す

る
こ
と
は
、
農
家
と
消
費
者

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
現
在
は
Ｊ
Ａ
を
通
し
た
販

売
が
主
流
で
あ
る
。
直
接
販

売
に
よ
り
農
家
の
所
得
向
上

と
持
続
可
能
な
農
業
が
実
現

で
き
る
。
ま
た
、
農
作
業
の

人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
都

市
部
か
ら
の
援
農
者
に
対
価

と
し
て
米
を
提
供
す
る
仕
組

み
や
、
畦
畔
の
山
菜
な
ど
副

産
物
の
活
用
も
必
要
で
は
。

　
行
政
支
援
に
頼
ら
ず
生
産

者
主
導
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
時
代
と
も
い
え
る
が
、

次
世
代
に
継
承
で
き
る
持
続

可
能
な
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を

問
う
。

 

町
長

　
町
内
で
は
、
お
米
を
基
軸

と
し
た
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
構
築
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
特
に
高
須
地
区
を
中

心
と
し
た
「
相
川
ら
ら
ら
」

に
よ
る
交
流
人
口
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が
地
域
経

済
の
活
性
化
と
魅
力
発
信
に

寄
与
し
て
い
る
。
令
和
の
米

騒
動
を
契
機
と
し
て
、
米
ど

こ
ろ
土
佐
町
の
米
に
対
す
る

関
係
人
口
か
ら
の
評
価
が
高

ま
っ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
土
佐
町

産
米
の
提
供
量
を
増
や
す
予

定
で
あ
る
。
生
産
者
側
か
ら

も
令
和
７
年
度
の
新
米
買
取

価
格
上
昇
の
朗
報
が
届
い
て

い
る
。

　
町
内
の
米
作
付
面
積
か
ら

見
る
と
、
約
８
０
０
０
人
分

の
年
間
消
費
量
が
余
る
試
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

Ｊ
Ａ
に
よ
る
集
荷
販
売
体
制

や
農
家
に
よ
る
独
自
取
引

ル
ー
ト
が
既
に
構
築
さ
れ
て

お
り
、
町
が
独
自
に
新
た
な

販
売
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ

る
。

　
中
山
間
地
域
は
国
土
の

70

％
を
占
め
な
が
ら
、
食
料

自
給
率
の
40

％
を
担
っ
て
い

る
。
現
在
の
食
料
自
給
率
が

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
38

％
と

い
う
状
況
で
、
中
山
間
地
域

の
農
業
を
守
る
こ
と
は
国
の

食
料
安
全
保
障
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
る
。

　
生
産
者
が
適
正
価
格
で
直

接
販
売
す
る
こ
と
は
理
に
か

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
生
産

者
が
消
費
者
と
直
接
取
引
を

行
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は

流
通
を
直
接
担
う
こ
と
は
困

難
だ
が
、
ア
グ
リ
ド
マ
ー
ニ

な
ど
の
法
人
組
織
が
販
売

ル
ー
ト
を
構
築
す
る
際
に
は

支
援
が
可
能
で
あ
る
。
か
つ

て
高
知
県
三
大
米
ど
こ
ろ
と

称
さ
れ
た
香
北
の
韮
生
米
、

窪
川
の
仁
井
田
米
、
土
佐
町

の
相
川
米
の
う
ち
、
現
在
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
は
仁
井
田
米
の
み
で
あ

る
。
土
佐
町
は
昔
か
ら
良
質

な
米
が
採
れ
る
産
地
で
あ

り
、
三
大
米
ど
こ
ろ
の
復
活

を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

式
地
営
志
朗 

議
員

問

答

米作りを基軸とした

　　　　　 関係人口構築を

米作りを基軸とした

　　　　　 関係人口構築を

米を軸とした関係人口構築と

地域活性化に取り組む

米を軸とした関係人口構築と

地域活性化に取り組む

松ヶ丘地区の稲刈り

生産者と消費者を直接結ぶ仕組みがあれば、両者にメリットがある
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議案の審議結果
令和７年第３回土佐町議会９月定例会議決事項
（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）

議案番号 件　　　　　名 議決結果

発議第３号

米の安定供給体制の確立と農業基盤強化に向けた施策の推進を求める
意見書
提出者　和田賢二　　　　　賛成者　長野保
※国に米の安定供給体制の確立と農業基盤強化のため措置を講ずるよ
う要望する意見書

原案可決 全員賛成

報告第１号 令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

同意案第１号
固定資産評価員の選任
　氏名　　川田奈美

原案同意 全員賛成

議案第１号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
※仕事と生活の両立支援を拡充するための措置を講じるため、国の改正
に準じて改正するもの

原案可決 全員賛成

議案第２号
土佐町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
※地方公務員の部分休業制度を拡充する地方公務員の育児休業等に関
する法律の一部改正に伴うもの

原案可決 全員賛成

議案第３号
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
※災害弔慰金の支給等に関する法律に基づく災害援護資金の貸付制度
において、償還方法の拡充を行うための改正

原案可決 全員賛成

議案第４号
辺地に係る公共施設の総合整備計画の策定
※辺地に係る総合整備計画を令和７年度から５年間を策定するもの

原案可決 全員賛成

賛否

議案第５号

令和７年度土佐町一般会計予算補正
補正額：１億7356万7000円　　補正後の金額：59億8524万9000円
主な補正　歳出　地区集会所改修等整備事業費補助金　　247万9000円
　　　　　　　　集落活動センター推進事業費補助金　　432万円
　　　　　　　　道路橋梁総務費公有財産購入費　　883万6000円
　　　　　　　　道 路 維 持 費 工 事 請 負 費　8887万6000円
　　　　　　　　災 害 対 策 費 工 事 請 負 費　　700万7000円

原案可決 全員賛成

議案第６号

令和７年度土佐町特別会計国民健康保険事業予算補正
予算総額：４億5740万5000円　（予算は変更なし）
補正　　歳入　　財政調整基金繰入金　△19万5000円
　　　　　　　　前 年 度 繰 越 金　　19万5000円

原案可決 全員賛成

議案第７号

令和７年度土佐町特別会計介護保険事業予算補正
補正額：41万9000円　　　　補正後の金額：７億1967万3000円
主な補正　歳入　　前 年 度 繰 越 金　40万3000円
　　　　　歳出　　国庫支出金等返還金　41万9000円

原案可決 全員賛成

議案第８号

令和７年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業予算補正
補正額：202万2000円　　　　補正後の金額：9650万9000円
主な補正　歳入　　子ども・子育て支援金制度整備事業補助金　179万1000円
　　　　　歳出　　シ ス テ ム 改 修 事 業 委 託 料　179万2000円

原案可決 全員賛成

議案第９号
令和７年度土佐町簡易水道事業会計予算補正
補正額：1258万6000円　　　　補正後の金額：３億2990万4000円
主な補正　支出　　施設維持管理業務委託料　722万6000円

原案可決 全員賛成

令
和
７
年
度
土
佐
町
一
般
会
計

予
算
補
正

◎
土
木
費

●
公
有
財
産
購
入
費

８
８
３
万
６
０
０
０
円

長
野
保
議
員

　
樫
山
ト
ン
ネ
ル
用
残
土
置
場
に

他
の
工
事
の
残
土
を
入
れ
て
い
る

の
で
は
。

近
藤
建
設
課
長

　
中
央
西
土
木
事
務
所
の
工
事
の

残
土
を
入
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
他
の
工
事
現
場
へ
持
っ
て

い
く
予
定
。

◎
そ
の
他

●
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定長

野
保
議
員

①
整
備
計
画
の
町
道
は
ど
こ
か
。

②
辺
地
計
画
の
変
更
は
い
つ
か
。

③
伊
勢
川
線
改
良
工
事
に
辺
地
債

が
充
当
さ
れ
て
い
る
か
。

和
田
総
務
課
長

①
柚
ノ
木
橋
、
伊
勢
川
線
。
町
道

補
修
も
入
っ
て
い
る
。

②
５
年
前
に
こ
の
形
に
変
更
。

③
辺
地
債
と
過
疎
債
を
調
整
し
て

い
る
。 予

　
　算

町
長
提
出
議
案

議
案
審
議

歳

　出

問答問答
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石原コミュニティセンター

　本年８月、石原地区及び地蔵寺地区において、議会報告会を開催し、議員から町政の現

状や議会活動について説明を行うと共に、参加された住民の皆さんと地域課題について意

見交換を行いました。両地区に共通して挙げられたのは、新規就農対策と高齢化による地

域活動の担い手不足。伝統行事や草刈り、消防団活動などの継続が難しくなってきている

との声が多く上がりました。また、耕作放棄地の増加や鳥獣被害、空き家の管理や利活用

といった問題も深刻であり、移住者の増加や地域おこし協力隊の定住に期待する声も寄せ

られました。

　今回の議会報告会を通じて、両地区に共通する課題と、それぞれが抱える特色ある問題

が明らかになりました。今後も議会として住民の声を町政に反映し、持続可能な地域づくり

に努めてまいります。

議

会

報

告

会

開

催
（
石
原
・
地
蔵
寺
地
区
）

石原地区では、道路の整備や町道の維持

補修に関する具体的な要望が多数出さ

れ、樫山トンネル整備への期待、公園や

生活道路の安全確保など、住民生活に直

結するインフラ課題が中心となりました。

また、林業価格の低迷や担い手不足が地

域経済に影響しているとの意見もあり、森

林環境税や特定地域づくり事業協同組合

の活用など、外部資源を取り入れた対応

策が求められました。さらに、他地区や町

外との交流・パートナーシップによって次

世代につなぐ地域づくりを進めていくべき

だとの前向きな意見も出されました。

地蔵寺コミュニティセンター地蔵寺地区では、地区会や行事運営に係

る住民負担の重さが強調されました。人

口減少に伴い地区費収入が減少し、必要

な活動に充てる財源が不足するとの懸念

が示されました。また、合同会社などの地

域事業の取り組みや、森林資源を活用し

た林業の持続可能性に関心が高く、地域

を支える新たな仕組みづくりの必要性が

議論されました。

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議案第10号

令和７年度土佐町下水道事業会計予算補正
補正額：1582万9000円　　　　補正後の金額：３億3002万5000円
主な補正　支出　　施設維持管理業務委託料（農　　集）　225万3000円
　　　　　　　　　施設維持管理業務委託料（特定地域）　187万円
　　　　　　　　　農集接続のための公共桝設置工事　300万円

認定第１号 令和６年度土佐町一般会計歳入歳出決算認定

認定第２号 令和６年度土佐町特別会計国民健康保険事業歳入歳出決算認定

認定第３号 令和６年度土佐町特別会計介護保険事業歳入歳出決算認定

認定第４号 令和６年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業歳入歳出決算認定

認定第５号 令和６年度土佐町特別会計地蔵寺財産区歳入歳出決算認定

認定第６号 令和６年度土佐町簡易水道事業歳入歳出決算認定

認定第７号 令和６年度土佐町下水道事業歳入歳出決算認定

原案可決

各常任委員会に付託

欠席　 高石袈治夫議員

全員賛成

賛否
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総 務

教 育

厚 生

産 経

土 木

行政の新しい情報基盤として、スマホやタブレットを活用したシ

ステムの開発が進んでいる。現状、土佐町の情報源である告知

端末は故障の場合は修理で対応しているが、今後は刷新する必

要があり、財政とテクノロジーの両側面から最も有効な選択肢を

検討するよう求めると共に継続的に調査を続ける。

委

員

会

報

告
各
常
任
委
員
会
で
は
町
の
喫
緊
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
調
査
研
究
し
て
い
ま
す

議
会
が
考
え
る
町
の
課
題
は

見直しは現実的な課題とし、継続して調査を

続ける

告知端末などの行政の情報基盤の更新は

総 務

教 育

厚 生

チョイソコは町民に必要とされているサービスである。一方で、町

内には最寄のバス停まで歩いて１時間半かかる子どももおり、ス

クールバスの利用が不可能な地区もある。町内のタクシー会社の

存続や福祉的観点、夜間の飲食店営業、観光などの商業的な観点

からもまだ課題は多く、今後も行政と共に継続して真摯に課題解

消に向けて取り組んでいきたい。

タクシー会社のヒアリングも行い、課題解消

に向けて取り組む

地域交通の現状と課題は

生産者との意見交換を行い、通例の生産と生育

状況に特別の変化がないことが伺えた

農作業のデジタル省力化への効果は

産 経

土 木
国の交付を受けることが決定（補助率１/２）

町道ダム古味線崩壊後の復旧工事は

産 経

土 木 常盤橋架け替え工事に関連もあるため、本山土

木事務所を交え協議する

地蔵寺川左岸（南境）の浸水対策は

産 経

土 木
有機の呼称にこだわらず「特別栽培農作物」と

しての取り扱いも含め、土佐町型有機農作物の

確立に向けさらなる研究調査を行う

土佐町型有機農業（仮称）の実施は

残りは有利な過疎対策事業債を充てることで９月予算に計上済み。
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　日本全国に目を向けても、地方議員の総数は定員割れの状態です。なり手不足となる原因の１つに、人材

の不足が挙げられます。

　

　例えば、全国の町村議会議員の平均年齢は64歳程度で、60歳以上が約77％、60歳未満はわずか23％ほど

しかいません。男女別に見ても、女性議員の割合は全体の1割程度です。また、2022年12月に兼業の条件

を緩和する法改正が行われました。この改正により、兼業が可能となりましたが、職業別に見ると、専業の

議員は全体で約２割程度しかおらず、兼業の大半は農業・林業従事者を中心に建設・卸売・小売・飲食です。

　

　対策としての各自治体の取り組みは、休日・夜間議会の開催や通年会期制の導入といった、柔軟な日程で

開催などの取り組みが進んでいます。勤労者が議員活動を行うための法制度として、立候補に伴う休暇を規

定するという意見もあります。

　２つ目の原因として、住民の政治に対する関心の低下が挙げられています。全国的に投票率は年々低下し

ており、立候補者の減少によって無投票当選の割合も増加しています。

　全国町村議会議長会が設置した有識者会議の報告書によれば、2019年５月～2023年４月の４年間に行わ

れた町議会議員選挙のうち無投票および定数割れは254町村で、表題の通り、2027年の統一地方選挙では

町村議会の34％超が「無投票」になると言われています。

　政治への関心の低下に向けては、住民の皆さんの声を拾いながら本誌でも議会活動や議員の仕事について

発信をしていきます。

（３つ目の原因と対策は次回に掲載します）

第２回

議会は何をするところ？

皆さんの疑問にお答えします
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　定例会では何をするの？

　前回は定例会が年４回開催されると

ころまでお話ししました。では、定例

会ではどんな話し合いがされるので

しょうか？

•　議案上程

　町長が本会議（議員全員が出席する

会議）に議案を提出し、担当課長から

提案理由の説明を行います。

•　一般質問

　地域の課題について、それぞれの議

員が独自で調査をし、行政へ質問や提

案を行います。一般質問は議員が必ず

行わなければいけないものと思われが

ちですが、質問をすることが法律で決

まっているわけではありません。

•　議案審議

　本会議最終日には、初日に上程され

た議案に対しての質疑・討論が行われ

ます。議員から行政への質疑が終わる

と、反対意見から順に、反対意見→賛

成意見と議員同士でそれぞれの意見を

順番に述べ、討論をしていきます。

　質疑、討論が終われば、採決を行

い、過半数を得れば可決されます。  
今回はここまで、次回をお楽しみに！

　土佐町議会では、報告会と意見交換会を夏に行っておりますが、

集落ごとではなく、個人や団体の皆さんの意見や質問などをお聞き

して、今後の活動につなげていきたいと思っています。

　また、「議会は何をするところ？」で取り上げてもらいたい質問

も募集しております。

　議会と話をしてみたい、質問を取り上げてもらいたいという方

は、議会事務局へご連絡ください。

　土佐町議会事務局　0887-82-2445　tosat-30@town.tosa.lg.jp

第２回
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あ
と
が
き

発行・高知県土佐郡土佐町議会

　　　〒781‒3492

　　　高知県土佐郡土佐町土居194

印刷・株式会社 高知新聞総合印刷
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　　　ＦＡＸ 0887‒82‒0488
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異
変
!!?

　
今
年
の
梅
雨
は
異
常
に
短
か
っ

た
。
６
月
の
梅
雨
明
け
は
、
日
本

列
島
各
地
で
史
上
初
、
過
去
最
速

と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
賑
わ
っ

た
。
そ
し
て
米
不
足
を
起
こ
し
た

令
和
の
米
騒
動
！
そ
し
て
海
で
は

黒
潮
の
蛇
行
が
、
７
年
９
か
月
も

継
続
し
た
の
は
過
去
最
高
と
気
象

庁
の
発
表
に
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
小
さ
く
て
も
大
き

い
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

 

去
る
９
月
20

日
の
こ
と
、
庭
の

水
桶
に
素
早
く
動
く
虫
を
発
見
！

よ
く
見
る
と
「
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
」
。

 

ど
こ
か
ら
か

飛
ん
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
、
ク

ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

も
含
め
も
う
30

年
近
く
見
た
こ

と
も
な
く
絶
滅

し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
大
発

見
！
　
ど
こ
か
で
生
き
抜
い
て
数

を
増
や
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

水
槽
に
島
を
作
り
戻
し
て
や
っ
た
。

　
猛
暑
は
ま
だ
ま
だ
続
き
短
い
秋

に
い
き
な
り
冬
が
来
る
と
も
報
じ

ら
れ
て
い
る
。

　
生
産
者
米
価
が
上
が
る
、
Ｊ
Ａ

の
引
き
受
け
価
格
も
大
幅
に
上
が

る
こ
と
も
決
定
し
た
。
農
家
に
潤

い
を
も
た
ら
す
「
異
変
⁇

」
に
も

期
待
し
た
い
。

（
長
野
保
）

広報
ホ
ッ
ト

　コ
ー
ナ
ー

　
今
年
11

年
目
を
迎
え
た
レ
イ

ホ
ク
・
ゴ
ロ
ワ
ー
ズ
の
主
催
者

の
谷
泰
久
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

― 
き
っ
か
け

　
広
島
在
住
時
10

代
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
競
技
を
現
役
で

や
っ
て
い
た
頃
に
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
を
行
い
な
が
ら
進
ん

で
い
く
面
白
さ
を
知
り
、
い
つ

か
生
ま
れ
育
っ
た
高
知
で
や
り

た
い
な
、
嶺
北
で
も
で
き
る
！

と
い
う
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

― 
苦
労
話

　
初
め
て
開
催
を
す
る
際
に
、

嶺
北
４
町
村
の
教
育
委
員
会
へ

挨
拶
を
兼
ね
て
説
明
に
行
き
ま

し
た
。

　
大
会
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ

た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
響
か

ず
、
温
か
く
応
援
し
て
く
れ
た

の
は
４
町
村
の
う
ち
土
佐
町
を

含
む
２
町
村
。中
で
も「
町
内
の

子
ど
も
以
外
は
乗
せ
ら
れ
な

い
」
と
い
う
理
由
で
町
バ
ス
を

貸
し
出
せ
な
い
と
、
そ
の
場
で

断
ら
れ
た
の
は
切
な
か
っ
た
で

す
。
駅
伝
大
会
や
県
外
の
大
学

が
町
バ
ス
を
使
っ
て
い
る
の

に
、
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
成

長
し
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
の
後
押

し
も
で
き
な
い
の
か
⁉

上
に
も

話
を
上
げ
ず
そ
の
場
で
断
る
の

か
⁉

と
思
っ
た
と
き
の
悔
し
さ

を
よ
う
忘
れ
ま
せ
ん
。

― 
達
成
感

　
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
っ
て

い
る
の
で
、
初
日
の
集
合
時
の

朝
の
表
情
と
３
日
後
の
全
競
技

終
了
時
の
表
情
の
違
い
を
見
た

と
き
は
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。
最

終
競
技
で
あ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

で
の
子
ど
も
た
ち
の
助
け
合
う

姿
は
感
動
的
で
、
山
の
中
で
の

姿
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
っ

て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
、
保

護
者
の
方
以
外
は
ほ
と
ん
ど
目

に
し
な
い
こ
と
を
も
っ
た
い
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

― 

伝
え
た
い
こ
と

　
大
会
で
は
い
ろ
ん
な
競
技
を

行
い
ま
す
の
で
、
得
意
不
得
意

が
で
て
き
ま
す
。
苦
手
な
こ
と

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
環
境
に
身

を
置
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
や
、
自
分
の
ウ

イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
人

に
優
し
く
で
き
る
心
を
育
て
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

「
１
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、み

ん
な
は
１
人
の
た
め
に
」
の
精

神
は
学
校
、家
族
、社
会
、職
場
、

地
域
、
ど
の
環
境
で
も
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

― 
最
後
に

　
私
自
身
が
嫌
な
性
格
の
子
ど

も
で
、
周
り
を
困
ら
せ
て
い
ま

し
た
。
自
分
の
よ
う
な
子
ど
も

で
い
て
ほ
し
く
な
い
と
、
当
時

の
こ
と
を
反
省
し
な
が
ら
、
ざ

ん
げ
の
気
持
ち
で
レ
イ
ホ
ク
ゴ

ロ
ワ
ー
ズ
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。表
彰
式
で
は
優
勝
、
２
位
、

３
位
の
他
、
３
日
間
を
通
じ
て

一
番
活
躍
し
た
子
を
、
ス
タ
ッ

フ
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
「
大

会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」の
他
、優
し
い
行
動

を
取
っ
た
子
に
贈
ら
れ
る
、
優

し
い
賞
と
書
い
て「
優
賞
」を
用

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長
　
　
氏
次
真
貴
夫

 

副
委
員
長
　
　
鈴
木
　
大
裕

 

委
員
　
　
　
澤
田
　
智
則

 

委
員
　
　
　
前
田
　
清
美

 

委
員
　
　
　
長
野
　
　
保

 

　（
ご
意
見
、
ご
感
想
は
）

 
　
土
佐
町
議
会
事
務
局
ま
で

小学生が挑むキッズ・アドベンチャーレース  「レイホク・ゴロワーズ」

意
し
て
ま
す
。こ
れ
は
「
み
ん
な
の

行
動
を
見
て
る
よ
」
と
い
う
大
人

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
っ
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
思
い
か
ら
、
い

ろ
ん
な
賞
を
取
り
入
れ
、
評
価
を

し
て
あ
げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
環
境
を
生
か
し
、
競
技
を
通

じ
、
笑
っ
て
泣
い
て
感
動
す
る
、
そ

れ
が
レ
イ
ホ
ク
ゴ
ロ
ワ
ー
ズ
で
す
！


